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パソコン更新に伴う情報教育の変化
機械工学科　芳賀正和
　今年度より情報センター演習室のパソコンが新しくなりました．昨年度までの時代遅
れも甚だしかった Windows3.1 環境から，やっと現代的な WindowsNT4.0 環境になりま
した．一般社会では当たり前の GUI を活かした OS の利用が可能となり，パソコンを使
う前の準備学習が格段に軽減されました．「ディレクトリ」や「パス」といった概念を
学習しなくても，「フォルダ」を見てファイル操作できるので，パソコンへのとっつき
で拒否反応を示す事が無くなりました．
　また，サーバー側のハードディスク容量が増えたので，容量の大きなファイルも普通
に扱えるようになりました．教育の上でこの効果は絶大で，テキストのみで構成するし
かなかったリポートが，自作イラストやデジタルカメラの画像等を入れて作成できるよ
うになりました．
　機械工学科では２年生に科学基礎という科目で科学に関する実験・調査を行いポスター
発表および口頭発表を行います．ポスターならびに口頭発表用の概要・スライドの作成
にはパソコンを活用し，主に PowerPoint を利用してきました．昨年度までのパソコン環
境では，不便な事，不可能な事が多く，利用に当たっては苦痛を伴いました．演習室以
外のパソコンであれば当たり前に出来る事が，演習室内では出来ないという状況に陥り，
学生から「何で出来ないの？」と問い掛けられる場面もありました．
　今年度からの Windows NT4.0, Microsoft Office 2000 という環境では，学生が自主的に
パソコン操作を行えるようになっています．ある程度のものであればインスタントに作
成できる機能が備えられているためです．こういったお手軽さは情報教育においては望
ましくないとの考えもあるようですが，私はどんどん活用すべきだと思っています．元々
何かを行うための補助的な道具としてこそパソコンに価値が生まれると思うのです．パ
ソコンによって作業自体に取られる時間に余裕が生まれ，より充実した内容に仕上げて
いく事が出来てこそのパソコン利用だと思います．
　かつての情報教育と言えば，パソコンや OS の仕組み，操作法をひたすら教え込むと
いった手法が主役でしたが，もはや学ばなくても自分で扱えるようになる事が出来ます．
また，計算機としてよりも，リポート・論文・発表用資料の作成 (DTP) などへと重要な
役目が変化し，プログラミングが必須では無くなりました．
　我々教員側の役目は，学生がインスタントのもので満足してしまって， 「こんなんで
いいんだろう」と思ってしまった時に，「それでいいのか」，「もっと考えてより良く
しなくていいのか」，「君自身のアイデアはどこにあるのか」，と問い掛け，背中を押
してやる事になるでしょう．
　パソコンの利用環境は激変しています．使える事自体に価値があった時代はとうに終
わりました．これからは，パソコン利用が情報教育の目的として前面に出てくるのでは
無く，パソコンを使うと楽だし内容を充実させられるといった程度で利用していくのが
良いのではないでしょうか．
　参考までに，機械工学科２年科学基礎の半年の講義における情報センターの利用状況
をまとめておきます．
(i).	 Web 上で公開されている前年度までのポスターや発表概要などを参考にする．
(ii).	 デジタルカメラで実験を撮影し，パソコンに取り込む．
(iii).	 A4, 6 枚以内で PowerPoint を利用してポスターを作成する．完成したポスターは
カラープリンターで印刷して掲示する．また，Web 上でも公開する．
(iv).	 A4, 2 枚の口頭発表用概要を Microsoft Word を利用して作成する．こちらも Web
上で公開する．
(v).	 発表の際のスライドを PowerPoint で作成し，液晶プロジェクターで映し出して
口頭発表を行う．
　なお，Web 上での公開に際しては，従来の HTML 言語と GIF および JPEG 形式の画
像に加えて，PDF 形式の利用が可能になりました．Acrobat を利用すると Office から直
接 PDF 形式のファイルとして書き出せるようになり，プラットフォームに左右される
事無くレイアウトが保存されますのでとても便利です．
